
車の通れな
い狭い路地
を「あわえ」
と呼ぶ

遊戯室調理室

職
員
室

ｱﾄﾘｴ

0 才

1 才 2 才 3 才

子育
支援

4 才

5 才

ふれあい
こみち
( 屋内通路 )

さんぽみち

さんさく
こみち

展望台

あわえ
( 路地 )

てくてく
広場

にぎわい
広場

であいの
広場

おやこ広場

あめにわ

畑

にぎわい
こみち

果樹

休
憩ギャラリー

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾙｰﾑ

( 屋外通路 )

( 屋外通路 )

( 子育支援
専用庭 )

遊戯室

室内遊びにすぐ
に行ける

3 才

4 才

5 才

アト
リエ

創作活動

調理室
ランチルームと
しても活用

搬入

園庭

外にすぐ遊
びに行ける

保健室

職員室 園庭を
見渡せる

来訪者
対応

子育

支援

専用庭

近接

休憩室

近接

0 才 1 才 2 才

乳児

幼児
プロジ
ェクト
ルーム

多様な活動

サポート

登退園
近接

乳児

園庭

こどもたちか
ら離れて休憩
できる

初めて来る親
子もいるので
エントランス
に近い

直接アクセス
できる

開けた景色

0・1 才の部屋は隣
接させ発育の違い
をフォローできる

低いフェン
スなどで緩
やかに分節

主要アクセス

（様式 12 1/3）

美波のこどもたちの「まち」
・中庭からこどもたちの活動が展開する・中庭からこどもたちの活動が展開する

大きな中庭を中心にして、円環状に保育室を配置します。保育室か
らは中央の園庭が良く見渡せ、直接外に出られる計画です。中央の
園庭は全てのこどもたちが同じ空間に集えるように、乳児と幼児の
体格差を考慮して乳児の「てくてく広場」と幼児の「にぎわい広場」
にゆるやかに分節します。広場を囲う通路は行き止まりのない円環
状の通路になります。この中庭を中心にこどもたちの活動が拡がっ
ていきます。

・ゾーニング計画・ゾーニング計画

エントランスは南西側の敷地入口を利用します。メインエントラン
スに隣接するように職員室を配置します。来訪者の管理、園庭が見
渡せる計画です。またこの場所に調理室も隣接させ、こどもたちや
保護者も調理士とコミュニケーションがとれるように計画します。
調理室と遊戯室を隣接させることで、遊戯室をランチルームとして
活用することも想定します。子育て支援室はメインエントランスと
職員室に隣接するように配置します。乳児の部屋は職員室に近く室
内の廊下で接続し緊急時等にフォローしやすい計画とします。3,4,5
才の保育室は広い園庭に面してすぐ外に出られる計画です。

日和佐の新しい高台にこどもたちの「まち」を創ります。
この新しいまちはこどもたちが主役です。
おおきな広場ではみんなが集まって走り回っています。
保育室はこどもたちが安心して生活できる家になります。
まちの小さな広場ではこどもたちが井戸端会議をしています。
家と家の間には通り抜けられる「あわえ」があって生活がにじみ出ています。
雨が降ると「あめにわ」に川ができます。
このまちではいつも何かがおきています。

ゾーニング概念図

・こどもたちの五感を育む園舎・こどもたちの五感を育む園舎

この時期のこどもたちは日々いろいろなことを経験し吸収しま
す。多くの刺激を得られる豊かな生活環境を準備することが大切
です。こどもたちの「味覚」「聴覚」「臭覚」「触覚」を育む場として、
学び、遊び、体験を通じてこどもたちの表現力、コミュニケーショ
ン力など豊かな感性を培うことのできる居場所を考えます。
この園舎から感性豊かな美波のこどもたちが育っていきます。

「味覚」畑で採れた食材を給食にする、実のなる樹木を選定

「聴覚」適切な吸音と遮音、こどもたちの声が届く保育環境

「嗅覚」調理室から流れてくるごはんのにおい、適切な汚染区域の区画

「視覚」適切な採光、照明計画、暗く落ち着ける空間も造る

「触覚」ツルツル、ザラザラ、スベスベ、素材感を大切にした建材採用

「味覚」

「聴覚」

「嗅覚」

「視覚」

「触覚」

・こどもたちが土に近い生活の場・こどもたちが土に近い生活の場

土に触れることはこどもたちの心を落
ち着かせ、五感を刺激します。土がこ
どもたちの手指を鍛え、大脳を刺激し
ます。さらに日常に普通にある雑菌に
対する抵抗力もつけてくれます。こう
したことからこどもたちの生活環境は
土に近い、すぐに土に触れられる環境
が良いと考えています。

・まちなみ・まちなみ

まちはいろいろな建物が集まって景色を造
ります。この園の建物は 1 つの断面構成で
同じような空間を造るのではなく、乳児、
幼児、遊戯室、職員室周りで異なる断面構
成とし、まちと同じで多様な建物で造られ
たまちなみを形成します。こどもたちはい
ろいろな空間を体験して自分の好きな居場
所を見つけることができます。

円環状の散策路

異なるるるるる断面断断断断断断断断
多様多様多様多様多様多様多様多様様な建な建なななななななな 物

自分の好きな居場
所所所所所所所所所所所

土に触れること
五感を刺激

土に近い

「味覚」「聴覚」「臭覚」「触覚」を育む場

豊かな感性を培う

中庭を中心 円環状
園庭が良く見渡せ 直接外に出られる

こどもたちが同じ空間に集える
体格差を考慮 てくてく広場 にぎわい広場

行き止まりのない
こどもたちの活動が拡がっ

ていきます。

エントランスは南西側の敷地入口
来訪者の管理、園庭が見

渡せる
調理士とコミュニケーション

遊戯室をランチルーム

職員室に隣接
緊急時等にフォローしやすい

すぐ外に出られる

・豊かな豊かな自然と文化　美波町の新しい風景自然と文化　美波町の新しい風景

日和佐地区は 23 番札所薬王寺の門前町として発展してき
ました。薬王寺から東に歴史的な建物が並び、海岸に向
かって豊かな景観が拡がっています。新しいこども園は
これまでの文化を引き継ぎ次の世代に繋げていく架け橋
になります。
美波町は海、山、川があり、自然と共に人々の生活が営
まれてきました。こうした環境を取り入れた豊かな体験
が新しい園舎で展開していきます。

薬王寺からの風景 日和佐のまちなみ 深い庇と広場のイメージ



建具で
仕切る

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ・
ﾘﾋﾞﾝｸﾞ両
方から使
える

小さな窓と
低い天井の
落ち着ける
空間

雨がふると川が
現れる

建具を
開放

遊戯室と一体的に
利用できる

こどもたちが収穫した野菜を
調理室ですぐ調理できる

遊戯室倉庫
防災倉庫
屋外倉庫の
３に分割

こどもたちの作品
がかざられる玄関
近くのギャラリー

初めて訪れる方にも
分かりやすい
専用庭も備える

天井クリアランス
を 2.5 ｍ確保
メンテナンス車両
が入れる計画

職員の居場所を職
員室周りに配置

0,1,2 才の部屋までは
玄関から室内の廊下で
繋がる

0,1 才は連続した
部屋として一体的
に使うこともでき
る

2,3 才は連続し
た部屋として一
体的に使うこと
もできる

低いフェンスで
緩やかに区切る

こどもたちが
園舎を高い視
点から望む

受入れスペー
ス、パスス
ルー式の家具
を配置

0 才、1 才のどちら
の部屋からもアクセ
スできる調乳室、大
きな窓をつけて両方
の部屋が見渡せる

建具を開放して
廊下も保育室の
一部として活用

避難所炊き出し

避難所

避難所

こども園と
して機能さ
せることが
できる

分離して避難所を
開設できるので
避難者の状況に応
じて部屋を分ける
ことができる

（一般家庭 )

（特別な配慮が必要 )

（ペット同伴）

太陽光発電
災害時の電源
として活用

こどもが気分転換で
きる外部空間

両側から使える
ロッカー

防災倉庫

自然通風

・家としての保育室・家としての保育室

幼児の保育室は玄関（土間）、部屋、水回り、倉庫から構成され住宅
のような佇まいとします。また、多くのこどもたちを見守るために
も使いやすく安全な空間が求められます。大きなワンルームを建具
で仕切ることで３つのゾーンに分けられる保育室を提案します。た
とえば昼食時はこどもたちをダイニングに集めて食事をし、早く食
べ終わったこどもはリビングで別の活動をするなど、こどもたちの
気持ちに寄り添った保育環境を提供できます。
①「ダイニング」食事や作業のスペース
②「リビング」昼寝や活動のスペース
③「カームルーム」落ち着いてクールダウンできるスペース
住宅のように小さな空間が連なることで多様な場を生み出します。

ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ
ｶｰﾑﾙｰﾑ

縁側

保育室のイメージ

保育室を区切って使う
場合のイメージ

・のびのびと遊べる特別な部屋・のびのびと遊べる特別な部屋

保育室での作業は昼食などの活動の切り替わりで片付けなくてはな
りません。そこで日をまたいで継続して作業ができる部屋や、行事
にともなう飾りつけや制作ができる部屋など、こどもたちの多様な
活動をサポートする様々な部屋を計画します。

アトリエのイメージ

（様式 12 2/3）・こどもたちの多様な居場所・こどもたちの多様な居場所

こどもたちは一日の大半の時間を
園で過ごします。少し隠れられる
場所や落ち着く場所、多様な場が
園全体に散りばめられることで、
家のようにくつろいで過ごすこと
ができるようになります。

・アトリエ・アトリエ

絵画や工作などの作業を行うことができます。画用紙や空き箱、川
や海で拾って集めた貝や流木などを日常的にストックしておいてこ
どもたちが好きな時に触れるように準備しておきます。地域の芸術
家やボランティアを招いた様々なアート活動なども可能にします。

・プロジェクトルーム・プロジェクトルーム

保育室とは異なり、数日単位で作業
を継続して行うことのできる部屋で
す。積み木で大きな作品を作ったり、
夏はこどもたちがお化け屋敷を作っ
たり、保育室では難しい様々な活動
を行う部屋です。行事の準備や会議
など多目的に使用することも想定し
ています。また、窓を大きく開放す
ることで二つの園庭に挟まれたス
テージをイメージしています。乳児
と幼児の交流の場となります。

・防災公園と連携した一時避難施設としての役割・防災公園と連携した一時避難施設としての役割

高台移転に伴い、本計画は防災公園と連携した避難施設としての役
割が大変重要になります。広い遊戯室は調理室と一体的にこども園
から切り離して避難所として独立して運用できるようにします。ま
た、保育室はそれぞれ分節することができるので、避難状況に応じ
て避難所として開放することができます。そのため避難が落ち着い
てきたら部分的にこども園を再開することも可能にします。
設備面では停電時の対策として太陽光発電の設置、受水槽による断
水対策、雨水のトイレ等の洗浄水としての活用を検討します。

N

平面イメージ

5 才

4 才

3 才

0 才

子育
支援室

職員

保健

調理室
遊戯室

駐車場

1 才

会議休憩

WC

倉庫

WC

倉庫

WC

2 才

WC

WC
調乳

WC

WC

WC

アト
リエ

プロジェクト
ルーム

外倉庫

展望台

あめにわ

おやこ広場

駐輪場

であいの
広場

てくてく

広場

にぎわい

広場

WC

緊急
車両

搬入
車両

玄関

・中庭を囲う通路・中庭を囲う通路

各部屋は庇下の屋外通路で繋がるように計画しています。基本的には登退園
の際には保育室の前まで送り迎えをする計画としていますが、0,1,2 才は職
員室脇の玄関から室内で繋がることもでき、小さいこどもたちをつれて登退
園する保護者の負担を減らす計画です。屋外の通路は深い庇がかかっている
ので、多少の雨は通路にかからないようになっています。調理室から各部屋
へ昼食等を運ぶ際には、扉付きのワゴン車で運ぶようにします。

・落ち着いた乳児の部屋・落ち着いた乳児の部屋

0,1,2 才の乳児の部屋は、
幼児の部屋に比べコン
パクトに落ち着く空間
とします。受け入れス
ペースを設け、そこにパ
ススルー式の家具を設
置することで着替えな
どの受け渡しをスムー
ズに行えるようにしま
す。小さなこどもたち
も安心して過ごせる場
とします。

保育室をワンルームで
使う場合のイメージ

検収室

畑

倉庫

倉庫
倉庫

倉庫

倉庫

倉庫

縁側

縁側

縁側

WC

倉庫

土間

倉庫

ﾘﾋﾞﾝｸﾞ

WC

調乳室

こどもたちが好きないろい
ろな材料を準備しておく

避難施設として活用する例

開けた景色

縁側

遊戯室断面イメージ

少し隠れられる
場所 落ち着く場所

家のようにくつろいで過ごす

屋外通路で繋がる

深い庇
室内で繋がる

住宅
のような佇まい

使いやすく安全な空間 建具
で仕切る

気持ちに寄り添った保育環境
「ダイニング」
「リビング」
「カームルーム」

多様な場

日をまたいで継続して作業ができる
こどもたちの多様な

こ
どもたちが好きな時に触れる

数日単位で作業
を継続

乳児
と幼児の交流の場 遊戯室のイメージ

コン
パクトに落ち着く空間

パ
ススルー式の家具

は防災公園と連携した避難施設
遊戯室は調理室と一体的

避難所として独立して運用
保育室はそれぞれ分節することができる

部分的にこども園を再開する
太陽光発電の設置 受水槽に

雨水のトイレ等の洗浄水

にぎわい広場のイメージ

保育室のイメージ

継続して作業に取り組め
るプロジェクトルーム

安心して過ごせる場

活動

保育室では難しい様々な活動



ベリー

マグネットが使える
十分な掲示スペース

扉の鍵や、スイッチ、コン
セント類は子どもの手の届
きにくい位置に設置

複数の目が届くように窓などを多用
した室内の設え

弊社で計画したこども園のワークショップの
例：地域の方やこどもたちが参加して石積み
擁壁を造った。

中庭を囲うように保育室を配置した木造平屋建てのこども
園の例：まちとの調和を大切にしながら多様なこどもたち
の居場所を創った

3.6 ｍ以上の
耐火構造

3.6 ｍ以上の
耐火構造

開放性のある
渡り廊下

（S 造 ）

避難経路等主
要な間仕切り
壁は準耐火構
造とする

敷地内の
通路 1.5 ｍ

外壁周囲に犬走を
設け外壁を保護

外壁面の木材は手が届
きやすい位置に使用

屋根に降っ
た雨水

樋受けから
放流

プロポーザル案を
ベースに検討

こどもたちが
好きな高台

調理室の様子が
見える

主に幼児が走り
回れる園庭

制振ダンパー
を設置して耐
震性を向上

シンプルな架構で構造
的に安定した建築

美波町の森林資源 構造材・家具・仕上材に活用

樵木林業
ペレット化

ボイラー

床暖房

1000 ㎡以下

1000 ㎡以下

こどもたちが育て、
昼食で食べる

雨がふると川
が現れる

小さなこども
たちの広場

・快適な温熱環境・快適な温熱環境

建物は十分な断熱と換気・通風計画としながら、夏場はパッケー
ジエアコンを用いた計画とします。日々のメンテナンス性や更
新性に配慮すると汎用性の高い空調方式が望ましいと考えてい
ます。乳児の部屋は床に接している時間が長いので床暖房を設
けます。床暖房は埃の問題や初期費用の高い床吹き出し方式で
はなく、温水パネルを用い床を温める方式を推奨します。床暖
房熱源には美波町の樵木（こりき）林業で得られる木質ペレッ
トを使った、木質バイオマスボイラーを検討します。

・イニシャルコスト・ライフサイクルコストの低減・イニシャルコスト・ライフサイクルコストの低減

建物全体でバランスを考えイニシャル・ライフサイクルコストの低減に努めます。
イニシャルコストの低減案：
◙ その他の建築物（準耐火構造にしない）で木造架構を構成することで、木材量の低減
と建物全体の重量低減による基礎構造躯体のスリム化を図ります。
◙ 空調方式を汎用性の高い方式とすることで、初期費用の低減を図ります。
◙ こどもたちの視線にあわせ建物全体の高さを抑え、仕上げ材料などを縮減します。
◙ 寸法体系は 910mm モジュールで計画し、材料の歩留まりを良くし端材を少なくします。
ライフサイクルコストの低減案：
◙ 屋根、外壁の断熱性能の向上とガラスにはペアガラスを用いて空調負荷を低減します。
◙ 庇の出を大きくし、日射遮蔽による空調負荷低減と外壁の劣化低減を図ります。
◙ シンプルな架構方式によって、間仕切りの盛替えを容易にし、将来の用途変更に柔軟
に対応できることで、建物の長寿命化を図ります。
◙ 住宅規模の木造園舎とすることで、将来の解体費用を低減させます。
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・豊富なこども施設の経験・豊富なこども施設の経験

これまで多くのこどもの施設を計画してきまし
た。本計画でもこれまでの知見を活かすととも
に、みんなの意見を取り入れさらにアップデー
トした計画案を作ります。

・地場産の木材を使った構造・地場産の木材を使った構造

構造部材は構造用製材を基本とし
た構成とします。地場産木材の多
くが小径木であるため、柱、土台、
トラス材、母屋、垂木等で全体の
60％を目標に使用します。地場で
は調達が難しい部材は四国近県よ
り調達することで輸送費および、
輸送による CO2 排出量を低減し
ます。耐力壁は構造用合板を適宜配置しますが、
南海トラフ地震を想定し耐震性を求めらること
から、付加制震として建物の剛性に寄与しない
制震ダンパーを配置し、耐震性の高い建築を目
指します。

（様式 12 3/3）

・裸木材を用いた温かみのある園舎・裸木材を用いた温かみのある園舎

園舎は建築基準法上は全体で一棟の建物とし、構造躯体を現しにした、
温かみを感じられ、経済的な木構造を採用します。
大規模木造を成立させるために主に次の方法を検討します。
①　構造方式は木造平屋建てのその他の建築物とし、燃え代設計は必
要ありません。（法 21 条関係）
②　建物の周囲（隣地境界線に接する部分）については 1.5 ｍの敷地
内の通路を設けます。（令 128 条の 2 関係）
③　1000 ㎡以内毎に防火壁として耐火構造（RC 造）の倉庫等を設け
ます。( 法 26 条、令 113 条関係）
④内装制限が必要になりますが、壁、天井の 1/10 までは木を現しに
できるので、構造体は概ね現しとすることができます。（法 35 条の 2
関係）
⑤　屋内消火栓を設けて火災に強い園舎とします。そのほかの消防法
規に係る設備を設置します。（消防法　令 11 条関係）
⑥　防火上主要な間仕切り壁（火気使用室、避難経路等）は準耐火構
造とします。（令 114 条関係）

・地域産材を積極的に採用・地域産材を積極的に採用

美波町の豊富な森林資源を活か
し、外壁や床や壁、家具、建具
に積極的に木を採用します。木
を使った温かみを感じる空間を
目指します。

・安全・安心なこども園・安全・安心なこども園

目が届く、複数の目で見守れるプランニングを心掛けます。特に乳児
期の子供は目が離せません、保育士のトイレや調乳コーナーの配置な
ど保育士の動線や保育体制に配慮した計画とします。使用する材料に
は自然素材を積極的に採用し、人体に優しい材料を優先します。鋭角
や指つめ、危険個所の排除など安全対策を徹底します。

・ワーキンググループを中心に計画案を発展させる・ワーキンググループを中心に計画案を発展させる

設計の初期段階でみんなの意見を収集するためのワークショップを開催します。その後、
保育士・保護者・地域から代表となる複数名の検討委員を募りワーキンググループを作
ります。ワーキンググループと行政、設計担当が打ち合わせをするワーキング部会を立
ち上げます。ワーキング部会で話し合われた内容を各所属で共有し意見を集約します。
設計チームはワーキング部会の内容を踏まえた計画案を検討し、次のワーキング部会で
提示します。概ね 6 週に 1 回程度を目安に繰り返し、計画案を練り上げます。

・みんなでつくる新しい園舎・みんなでつくる新しい園舎

新しい園舎はみんなの対話を通じて計画
を取りまとめていきます。できるだけ多く
の意見を取り入れ、安全性、メンテナンス
性、費用対効果、デザイン性などの観点か
ら複数案を検討し、比較しながら計画を発
展させていきます。また、対話を円滑に行
うために、模型や CG など、わかりやすい
資料を作成してより理解を深めるように努
めます。みんなの思いを形にできるように
可能性の芽を摘むのではなく、可能性を最
大化させ実現させる美波町ならではのこど
も園を実現します。

・築山・築山

築山は木板で適度に土の流出
を防ぎ、植栽を施すことで崩れ
にくくします。人研ぎで仕上げ
た素朴なすべり台を設けます。

・あめにわ・あめにわ 

美波町は日本有数の多雨地域です。この雨を利用したこども
たちが雨の日でも楽しめる仕組みです。屋根に降った雨を樋
を介して、玉石を敷いた水路に放流します。水路は普段水は
無く雨が降ると現れ、川ができます。

・にぎわい広場とてくてく広場・にぎわい広場とてくてく広場 

中央の大きな園庭は、にぎわい広場 ( 幼児
用 ) とてくてく広場 ( 乳児用 ) が連続した
空間です。こどもたちにとって活動範囲は
わけられていますがお互いを意識できる広
場です。建物に囲われた園庭はこどもたち
を安心して開放することができます。舗装
材には針葉樹樹皮と混合したクレイ舗装を
検討します。保水性と抗菌作用に優れ、埃
が立ちにくく、こどもたちにもやさしい素
材です。

・実のなる樹木・実のなる樹木

敷地内には実のなる樹木を植栽し、こどもたち
が自然の恵みを感じられる計画とします。

あめにわのイメージ築山のイメージ

ヤマモモ
徳島県の⽊ 温州ミカン

グミ

・外装に用いる木材の維持管理・外装に用いる木材の維持管理

外装に用いる木材は主に地場産の杉の採用を検
討します。また使用箇所については、劣化を遅
らせるために、庇下で雨の掛かりにくい部位で
使用し、木材保護塗料も使用することで耐久性
を高める計画です。また、高所には用いず手の
届く範囲で使うことで、再塗装の費用の低減や
劣化しても交換しやすい計画とします。

・園舎の一部をみんなで作る・園舎の一部をみんなで作る

  ワークショップの開催  ワークショップの開催

新しい園舎は美波町のシンボル
としてみんなでつくり上げるこ
とが大切です。園舎の建設の際
に、園舎の一部をみんなで作る
要素を盛り込んで計画します。
例えば、あめにわやたたきにこ
どもたちが日和佐川から拾って
きた石を埋め込むなど、地域や
こどもたちが愛着をもてる計画
とします。

ウバメガシ
美波町の⽊

カキ

・多様な自然体験・多様な自然体験

中央の大きな中庭を中心に園全体にこども
たちの多様な自然体験を可能にする、様々
なアイディアを盛り込みます。
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